
会

報

◇
史
学
会
総
会

奈
良
大
学
史
学
会
の
第
四
回
総
会
は
五
月
三
十

一
日

(土
)
六
〇

一
教
室

で
行
な
わ
れ
た
。
阿
部
顕
介
学
生
委
員
司
会
の
も
と
、

一
九

八
五
年
度
の
事
業
、
会
計
、
会
計
監
査
の
各
報
告
が
滞
り
な
く
行
な

わ
れ
た
。

つ
い
で
、

一
九
八
六
年
度
の
役
員
人
事
案
、
事
業
計
画
案

(「奈
良
史
学
」
発
行
、
会
報
発
行
、

現
地
見
学
会
、

卒
論
中
間
報

告
会
、
学
内
の
教
員
に
よ
る
講
演
会
等
)
と
、
そ
れ
に
伴
う
予
算
案

が
提
案

さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
原
案
ど
お
り
承
認
さ
れ
た
。

一
九
八
六
年

度
の
役
員
は
つ
ぎ
の
と
お
り
。

▽
会
長

堀
内

一
徳

▽
副
会
長

菅
野

正

▽
教
員
委
員

松
山

宏

・
水
野
柳
太
郎

(監
事
)

鎌
田
道
隆

(編
集
)

青
木
芳
夫

・
森
田
憲
司

(庶
務
)

明
石
岩
雄

(会
計
)

▽
学
生
委
員

山
田
浩
之

(代
表
)

葉

敦
子

・
中
村
真
沙
美

・

正
多
孝
幸

・
普
川
佳
明

・
大
東

仁

・
西
山
真
弓

・
中
原

康

・
桃

木
雅
代

・
角

洋
介

・
津
田
真
希

・
福
田
祐
子

・
長
谷
川

清

(以

上
総
務
)

斎
藤
智
美

・
江
見
信
彦

・
守
田
勝
豊

・
山
口
富
生

・
勝

又
秀
行

・
高
垣
直
史

・
天
草
千
晶

・
林

公
子

・
山
田
友
香
子

(以

上
編
集
)

山
下
尚
幸

・
広
瀬

毅

・
大
石
英
幸

・
西
川
輝
之

・
外

山
千
春

・
垣
東
充
生

・
阿
部
顕
介

・
田
村

充

・
中
越
本
子

(以
上

広
報
)

◇
講

演

会

五
月
三
十

一
日

(土
)
、
史
学
会
総
会
に
ひ
き
つ
づ
き
、奈
良
大
学

史
学
科

・
史
学
会
共
催
に
よ
る
特
別
講
義
が
、
例
年
ど
お
り
左
記
の

よ
う
に
行
な
わ
れ
た
。

京
都
大
学
文
学
部
教
授

越
智
武
臣
氏

英
国
初
渡
航

の
日
本
人

京
都
大
学
工
学
部
教
授

西
川
幸
治
氏

地
域
文
化
財
の
保
存
修
景
計
画

-

歴
史
的
環
境
の
保
存
と
法
則
-

両
先
生
に
よ
る
講
演
は
、
長
年
の
研
究

の

一
端
を
批
渥
さ
れ
た
も

の
で
、
他
学
科
か
ら
の
聴
講
も
あ
り
、
六
〇

一
教
室
が
ほ
ぼ
満
席
と

な
る
盛
況
で
あ

っ
た
。

◇
卒
論
中
間
報
告
会

十
月
十

一
日
、
十
八
日
の
午
後

一
時
か
ら
、
卒
論
中
間
報
告
会
が

六
〇

一
教
室

に
お
い
て
行
な
わ
れ
た
。
今
年
度

で
、
こ
の
会
も
三
回

目
を
向
か
え
、
今
回
は
す
べ
て
の
ゼ
ミ
か
ら
報
告
者
が
出
て
い
た
だ

い
た
。
十

一
日
、
十
八
日
、
両
日
と
も
七
〇
名
以
上
の
、
熱
心
な
学

生
が
集
ま
り
、
熱
の
こ
も
っ
た
報
告

・
討
論
が
行
な
わ
れ
た
。
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報
告
者
と
論
題
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

十

一
日

高
田
吉
洋

吉
田
泰
弘

矢
野
昌
子

岩
谷
智
湖

十
八
日

松
原
康
二

鈴
木
正
男

斎
藤
智
美

山
下
英
子

渡
辺
英
明

大
東

仁

「
十
字
軍
の
変
遷
」

「高
麗
末

・
朝
鮮
初
期
に
お
け
る
倭
冠
懐
柔
政
策
」

「
奈
良
時
代
に
お
け
る
八
幡
神
」

「
中
世
武
士
の
生
活
」

「
マ
レ

・
ノ
ス
ト
ル
ム

(
わ
れ
ら
の
海
)
」

「
明
朝
初
期
の
文
臣
官
僚
に
つ
い
て
」

「墨
描
人
面
土
器
に
つ
い
て
」

「
正
徳
期

の
「諸
事
日
記
』
か
ら
み
た
都
市

・
京
都
」

ー

家
出
人
に
つ
い
て
一
考
察
を
加
え
て
ー

「戦
後

ヨ
ー

ロ
ッ
パ
の
国
際
統
合
に
つ
い
て
」

「
仏
教
者
の
戦
時
下
抵
抗
」

◇
現
地
見
学
会

現
地

見
学
会
は
今
年
度

で
三
回
目
を
迎
え
た
。
今
回
は
、
我
々
が

身
近
に
感
じ
て
い
る
奈
良
時
代
の
奈
良
と
い
う
も
の
を
、
も
う

一
度

学
問
的

な
目
で
た
し
か
め
よ
う
と
い
う
目
的
で
、
奈
良
時
代
創
建

の

東
大
寺

・
春
日
大
社
の
見
学
会
が
企
画
さ
れ
、
十

一
月
十
五
日
(土
)

に
実
施
さ
れ
た
。
近
鉄
奈
良
駅
行
基
像
前
に
午
後

一
時

二
十
分
に
集

合
し
た
約
四
十
名
の
参
加
者
は
、
ま
ず
登
大
路
を
上
り
東
大
寺

へ
向

っ
た
。
南
大
門
か
ら
見
学
を
は
じ
め
、
そ
の
あ
と
西
塔
跡

・
戒
壇
院

を
見
学
。
西
塔
跡
は
初
め
て
訪
れ
た
人
が
多
く
、
学
生
委
員
か
ら
の

説
明
に
耳
を
傾
け
て
い
た
。
戒
壇
院
で
は
、
特
別
講
師
と
し
て
お
よ

び
し
た
本
学
客
員
教
授
堀
池
春
峰
先
生
に
詳

し
い
説
明
を
し
て
い
た

だ
い
た
。
熱
心
に
質
問
を
す
る
学
生
の
姿
が

み
ら
れ
た
。
次
い
で
大

仏
殿
に
入
り
、
堀
池
先
生
の
案
内
で
蓮
弁
を
見
せ
て
い
た
だ
く
。
い

つ
も
と
違
う

大
仏

の
姿
に

皆
驚
い
て
い
る
よ
う
で

あ
っ
た
。

そ
の

後
、
鐘
楼

・
法
華
堂
を
見
学
し
、
若
草
山
の
麓
を
通
り
春
日
大
社
を

見
学
し
た
。
春
日
大
社
で
は
本
学
助
教
授
笠
置
侃

一
先
生
と
権
宮
司

の
八
木
さ
ん
に
説
明
し
て
い
た
だ
い
た
。
ま
た
、
八
木
さ
ん
の
案
内

で
、
本
殿
の
前
ま
で
行
き
、
公
式
参
拝
を
行

な
っ
た
。
春
日
大
社
を

出
る
頃
は
五
時
半
を
す
ぎ
、
も
う
辺
り
は
ま

っ
暗
で
あ

っ
た
が
、
最

後
ま
で
参
加
者
は
熱
心
に
見
学
し
て
い
た
。

◇

「
史
学
会
会
報
」
発
行

史
学
会
の
活
動
の
普
及
、
及
び
史
学
科
教
員
と
学
生
の
親
睦
を
深

め
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

一
九
八
五
年
度

の
創
刊
号
、
第
二
号
に
引

き
続
き
、

一
九
八
六
年
度
は
、
第
三
、
四
、
五
号
を
発
行
し
た
。
(
}

九
八
七
年

一
月
に
第
六
号
発
行
予
定
)

主

な
記
事
は
史
学
会
行
事

の
案
内
、
「先
生
紹
介
」
「
ゼ
ミ
紹
介
」
の
連
載
、
教
員
と
学
生
の
コ
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ラ
ム
等

で
あ
る
。
な
お
、
本
年
度
よ
り
卒
業
生
会
員
に
も

「
奈
良
史

学
」
と

一
括
し
て
配
送
す
る
こ
と
に
な

っ
た
。

◇
史
学
科
第

關
回
中
国
研
修
旅
行

奈
良
大
学
史
学
科
で
は
、
三
月
三
十
日
か
ら
四
月
六
日
ま
で
、
第

一
回
中

国
研
修

旅
行
を
行
な
っ
た
。

二
九
名
の
学
生

会
員
が
参
加

し
、
菅

野
正

・
鎌
田
道
隆

・
森
田
憲
司
の
三
教
員
の
引
率
の
も
と
、

七
泊
八
日
の
日
程
で
多
く
の
史
跡
を
見
学
し
て
、
研
修
の
実
を
上
げ

た
が
、
日
程
は
次
の
通
り
。

三
月
三
〇
日

三
月
三

一
日

四
月

一
日

四
月

一一日

四
月

三
日

四
月

四
日

四
月

五
日

四
月

六
日

◇
会
員
動
向

上
海

(上
海
博
物
館
他
)
、
蘇
州
泊

蘇
州

(虎
丘
、
大
運
河
、
北
塔
)
蘇
州
泊

蘇
州

(拙
政
園
)
、
南
京
泊

南
京

(中
華
門
、
太
平
天
国
歴
史
博
物
館
、
南
京
博

物
院
)、
夜
行
列
車
で
北
京

へ

北
京

(歴
史
博
物
館
、
故
宮
)
、
北
京
泊

北
京

(居
庸
関
、
万
里
の
長
城
)、
北
京
泊

北
京

(天
壇
、
雍
和
宮
)
、
上
海
泊

上
海

(南
京
路
)
か
ら
大
阪

へ

0
青
木
芳
夫
氏

(西
洋
近
現
代
史
担
当
)
は
、
七
月
十
四
日
か
ら
四

十
余
日
、
二
重
言
語
教
育
の
研
究
の
た
め
に
、
ペ
ル
ー
、
ポ
リ
ピ
ア

を
調
査
旅
行
し
た
。

O
松
山

宏
氏

(日
本
中
世
史
担
当
)
は
八
月
十
七
日
か
ら
二
週
間

ト
ル
コ
を
旅
行
し
た
。
ア
ン
カ
ラ
博
物
館
を

は
じ
め
、
キ
ャ
ラ
バ
ン

セ
ラ
イ

(シ
ル
ク
ロ
ー
ド
の
隊
商
宿
)
を
見

て
日
本
の
馬
借
宿
を
想

う
な
ど
、
多
く
の
遺
跡
を
見
学
し
た
。

○
森
田
憲
司
氏

(東
洋
前
近
代
史
担
当
)
は
、
七
月
十
二
日
か
ら

二

十

一
日
ま
で
、
中
国
の
北
京

・
藩
陽

・
山
海
関

・
北
戴
河
の
諸
都
市

を
訪
問
し
、
戦
前
に
お
け
る
日
本
人
関
係
の
史
蹟
の
参
観
、
文
献
の

収
集
な
ど
を
行
な
っ
た
。

0
守
山
記
生
氏

(西
洋
中

・
近
世
史
担
当
)
は
、
八
月
十
三
日
か
ら

二
十
六
日
ま
で
、
西
洋
中
世
都
市
の
研
究
の
た
め
に
ベ
ル
ギ
ー
、
北

東
フ
ラ
ン
ス
の
諸
都
市
で
現
地
調
査
を
行
な

っ
た
。

昭
和
六
十

一
年
史
学
科
卒
業
論
文

〔考

古
〕

大
阪
湾
沿
岸
漁
業
の
考
古
学
的
研
究

ー
弥
生
時
代
の
漁
携
に
つ
い
て
ー

し
め
な
わ
の
研
究

古
代
大
刀
の
考
古
学
的
研
究

山
岳
寺
院
の
考
古
学
的
研
究

池
田

毅

上
田

千
穂

小
川
真
木
子

酒
井

健
次
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石
燈
麓

の
考
古
学
晦
研
究

西
日
本
土
偶
の
研
究

古
代
製
塩
の
研
究

-
紀
伊
半
島
西
岸
域
に
お
け
る
土
器
製
塩
に
つ

い
て
1

大
和
秋
篠
古
墓
の
研
究

守
屋

六
地
蔵

の
研
究

山
口

石
棺
仏

の
研
究

山
本

-
加
古
川
流
域

"
加
古
川
市
に
お
け
る
石
棺
の

石
棺
仏
1

〔日
本
史
〕

律
令
制
国
司
の
成
立
に
つ
い
て

「
不
改
常
典
」
に
つ
い
て

木
村

藤
原
京

に
お
け
る

一
考
察

後
藤

ー
藤
原
京
の
京
域
と
宮
城
の
移
転
を
中
心
と
し
て
1

律
令
制
下
の
氏
族
と
官
職

小
林

古
代
後

宮
に
お
け
る
貴
族
女
性

菅
野

紫
微
中

台
の

一
研
究

杉
森

-
文
書
に
見
ら
れ
る
活
動
と
職
掌
ー

古
代
宮
都
考

鈴
木

輯
集
使

に
関
す
る

一
考
察

中
瀬
真
由
美

細
川
美
千
子

益
田

雅
司

慎 昌
子 道 薫

 

伊
東
万
記
子

正 俊
晴 和

節 妙
子 美 清

 

景
二

高
宮
真
由
美

大
宰
府
の
西
海
道
支
配
に
つ
い
て

i
中
央
と
の
関
係
を
ふ
ま
え
て
1

百
済
王
氏
に
関
す
る

一
考
察

1

『百
済
王
三
松
氏
系
図
」
の
史
料
価
値
に
つ

い
て
1

古
代
の
陰
陽
寮
に
つ
い
て

⊥
律
令
下
級
官
司
と
天
皇
権
力
と
の
関
係
に
関

す
る
素
描
1

「知
太
政
官
事
」
に
つ
い
て

☆

☆

☆

畿
内

に
お
け
る
地
頭
勢
力
の
消
長

1
摂
津
国
の
地
頭
を
中
心
に
1

南
朝
の
天
皇
に
つ
い
て

1
後
醍
醐
天
皇
-

南
北
朝
動
乱
期
に
生
き
た
武
将
群

山
名
氏
と
但
馬
の
国
衆
に
つ
い
て

室
町
中
期
の
徳
政
に
つ
い
て

1
関
所

一揆
を
中
心
に
1

中
世
に
お
け
る
周
防

・
長
門
国
の
守
護
勢
力

畿
内

の
大
土

一
揆

1
嘉
吉
元
年
の
大
土

一揆
と
土
一
揆
研
究
史
ー

☆
中
村

隆
志

畑
野

亮

一

福
本

仁
志

土
居

満
義

上
田

香

梅
原

慎

一

児
島

陽
子

近
藤

義
明

神
藤

昌
子

末
広

尚
美

高
橋

浩
二
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中
世
瀬
戸
内
海
に
お
け
る
海
上
交
通
に
つ
い
て

1
兵
庫
北
関
を
中
心
に
1

鎌
倉
御
家
人
の
群
像

近
江
国
堅
田
の
都
市
構
造
に
つ
い
て

1
特
に
そ
こ
に
住
む
住
人
を
観
点
に
し
て
1

信
濃
守
護
と
国
人

-
小
笠
原
分
国
支
配
に
つ
い
て
1

平
賀
氏

に
つ
い
て

1
東
国
御
家
人
西
遷
の
一
類
型
-

小
早
川
氏
と
氏
寺

播
磨
守
護
赤
松
氏
の
領
国
支
配
の
展
開

ー
室
町
幕
府
専
制
下
に
お
け
る
赤
松
氏
の
領
国

支
配
-

南
北
朝

争
乱

に
賭
け
た
武
将
達

中
世
京

都
の
声
聞
師
に
関
す
る

一
考
察

遊
行
念
仏
者

一
遍

-
信
濃
国
に
お
け
る
布
教
を
中
心
に
1

源

実
朝

-
北
条
氏
及
び
後
鳥
羽
と
の
関
係
を
中
心
に
ー

中
世
大
和

の
商
業
活
動

-
座
支
配
の
変
質
ー

九
州
南
北
朝
史
に
お
け
る
菊
池
氏
の
動
向

-
広
福
寺
文
書
を
中
心
に
し
て
ー

塚
本

師
仁

辻
田

淑
子

寺
川

滋

中
原

美
保

中
山

敦
子

名
賀

元
子

永
田

和
久

平 原 鍋
沼 田 屋

正 敬
代 久 浩

 

藤
原

千
景

安
田

史

山
本

和
男

☆

☆

☆

近
世
封
建
社
会
に
お
け
る
藩
校
の
意
義
に
つ
い
て

1
伊
予
宇
和
島
藩
明
倫
館
に
お
け
る
教
学
-

元
禄

・
宝
永
期
に
お
け
る
出
版
と
演
劇

-
役
者
評
判
記
に
み
る
出
版
大
衆
化
の

一
面
ー

近
世
封
建
社
会
に
お
け
る
差
別
の

一
考
察

松
下
村
塾
の
歴
史
的
意
義
に
つ
い
て

幕
末
に
お
け
る
村
役
人

・
豪
農
と
村
落

ー
村
落
の
荒
廃
と
更
生
対
策
、
宮
負
定
雄
を
中

心
と
し
て
1

近
世
城
郭
の
政
庁
的
意
義
に
つ
い
て

江
戸
中
後
期
の
家
訓
と
商
人
意
識

『
河
内
屋
可
正
旧
記
』
を
通
し
て
見
た
近
世
農
民

意
識

海
保
青
陵
の
思
想
像

近
世
中

・
後
期
社
会
と

「健
康
観
」
の
形
成

過
程

☆

☆

☆

「支
那
保
全
論
」
に
み
る
日
本
人
の
中
国
観

ー
大
隈
重
信
の

「支
那
保
全
論
」
を
ヰ
心
に
1

日
本

に
お
け
る
近
代
的
生
命
保
険
業
の
確
立

一
九
五
〇
年
代
末
の
中
共
貿
易
崩
壊
と
、
我
国
の

、対
米
従
属

☆☆
阿
部

敬
生

猪
原

浩
正

小 加 長
原 藤 田

浩 信 繁美
彦 昭

篠
原

正
治

鴨

中
野

彰
宏

98噛

冬
野
雄

一
郎

壬
生

佳
延

山
下

淳
子

明
石

佳
子

出
井

秀
幸

大
原

章
男



徳
島
県

の
民
権
結
社

「
自
助
社
」
に
つ
い
て

川
口

幣
原
外
交
失
敗

の
要
因

櫛
谷

ー
↓
九
二
〇
年
代
前
半
の
政
党
政
治
と
中
国
政
策
ー

明
治
三
〇
年
代
に
お
け
る
女
性
の
社
会
的
位
置

に

つ
い
て

櫻
井

-
職
業
と
高
等
女
学
校
の
側
面
か
ら
ー

明
治
初

期
に
於
け
る
出
版
行
政
に
関
す
る
考
察

佐
土

1
明
治
八
年
発
布
新
聞
紙
条
例
を
中
心
と
し
て
ー

戦
時
動

員
体
制
と
民
衆
思
想

日
米
交
渉
決
裂
の
歴
史
的
背
景

大
正
新
教
育

の
歴
史
的
意
義
に
つ
い
て

1
奈
良
女
子
高
等
師
範
学
校
附
属
小
学
校
に
お

け
る
教
育
活
動
を
例
と
し
て
1

第

一
次
大
戦
期
の
労
働
運
動
の
展
開
と
米
騒
動

ー
奈
良
県
北
葛
城
郡
磯
城
郡
を
例
と
し
て
ー

総
力
戦
体
制
の
教
育
政
策

-
国
民
学
校
令
と
国
民
学
校
1

〔東
洋
史
〕

モ

芸

謹
☆ に 国

墾
☆IL

垂
ま

☆ で1

☆

幸次
洋

 

好
美

孝
男

獅
々
堀
啓
子

田
中

伸
明

豊
福

孝

能
登

敦

濱
田

京
子

松
下

哲
也

辛
亥
革
命
々
め
ぐ
る
社
会
的
背
景

ー
イ
ン
テ
リ
層
へ
の
革
命
思
想
の
普
及
と
そ
の

理
論
、
実
践
1

〔西
洋
史
〕

ゆ
プ

リ
ロ
テ

ン

古
代
ギ
リ
シ
ャ
重
装
歩
兵
軍
制
に
つ
い
て

1
重
装
歩
兵
成
立
要
因
に
対
す
る
考
察
ー

イ
ス
ラ
ム
建
築
の
特
質

ー
モ
ス
ク
に
お
け
る
装
飾
の
も
つ
意
味
ー

ソ
ク
ラ
テ
ス
と
ギ
リ
シ
ア
民
主
制
に
つ
い
て

ロ
ー

マ
帝
国

へ
の
キ
リ
ス
ト
教
の
浸
透

-
迫
害
か
ら
公
認
ヘ
ー

ロ
ー

マ
帝
国
の
没
落

-
貨
幣
経
済
の
衰
退
ー

ア
テ
ネ
帝
国
盛
衰
の
要
因

ギ
リ
シ
ア
彫
刻
の
変
遷

-
史
実
と
の
関
係
-

後
期

ロ
ー

マ
帝
国
の
国
家
と
社
会
に
つ
い
て

末
期
プ
ト
レ
マ
イ
オ
ス
王
朝
と
共
和
制

ロ
ー
マ
の

交
渉
に
つ
い
て

☆

☆

☆

☆
萩
原
真
理
乎

新
井

毅

伊
藤

茂

奥
山

謙
道

竹
内
由
美
子

前
山

智
子

望 増
月 田

志 猛

 

横
田

浩

石
塚

忠
久
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イ
タ
リ
ア
中
世
都
市
国
家
め
形
成

フ
ラ

ン
ス
革
命
期
及
び
そ
の
前
後

に
お
け
る
フ
ラ

ン

ス
法
制
史

フ
ラ

ン
ズ
に
お
け
る
宗
教
戦
争

エ
リ
ザ
ベ
ス
一
世
の
外
交
に
つ
い
て

カ
ル
ヴ

ァ
ン
の
宗
教
改
革

バ
ル
バ
リ
ア
海
賊
の
変
遷

☆

☆

☆

キ

ュ
ー
バ
独
立
と
ア
メ
リ
カ
合
衆
国

イ
ギ
リ

ス
の
対
ド
イ
ツ
宥
和
政
策

ー
ネ
ヴ
ィ
ル
・
チ
ェ
ン
バ
レ
ン
の
外
交
ー

イ
ン
カ
帝
国
に
つ
い
て

1
帝
国
拡
張
期
に
お
け
る
第
8
代
皇
帝
ビ
ラ
コ

チ
ャ
・
イ
ン
カ
と
第
9
代
皇
帝
パ
チ
ャ
ク
テ

ィ
・
ユ
パ
ン
キ
ー

ヒ
ト
ラ
ー
政
権
の
成
立

-
社
会
的
背
景
と
支
持
基
盤
ー

メ
キ
シ
コ
革
命
の
原
因
に
つ
い
て

ー
モ
レ
ロ
ス
州
に
お
け
る
ア
シ
エ
ン
ダ
と
農
民

の
関
係
か
ら
考
え
る
ー

☆
尾
田

伸
夫

中 北 亀
西 田 田

順 孝 昌
子 明 樹

 

名
倉
ま
す
え

浜
本

有
子

小
野

幸
子

谷
川

幸
宏

辻
中

真

三
上

光

峯
林

妙
子

受
贈
雑
誌
及
び
図
書

(頸
一軌
M
施
聯
#
」
朋
)

十
三
塚
-
実
測
調
査

・
考
察
編
!

(神
奈
川
大
学
日
本
常
民
文
化
研

究
所
調
査
報
告
第
十
集
)

立
命
館
史
学

(立
命
館
史
学
会
)
第
六
号

民
具

マ
ン
ス
リ
ー

(神
奈
川
大
学
日
本
常
民
文
化
研
究
所
)
第

一
八

巻
第
六
～

一
二
号
、
八
号
附
録
、
第

一
九
巻

一
～
六
号

モ
ン
ゴ
ル
研
究

(日
本
モ
ン
ゴ
ル
学
会
)
第

一
六
号

史
艸

(日
本
女
子
大
学
史
学
会
)
第

二
六
号

花
園
史
学

(花
園
大
学
史
学
会
)
第
五
号

中
国
水
利
史
研
究

(中
国
水
利
史
研
究
会
)
第
七

・
八

・
=

}
二

三

・
一
四

・
一
五
号

信
大
史
学

(信
大
史
学
会
)
第
十
号

上
智
史
学

(上
智
大
学
史
学
会
)
第
三
〇
号

専
修
史
学

(専
修
大
学
歴
史
学
会
)
第

一
七
号

千
葉
史
学

(千
葉
歴
史
学
会
)
第
七

・
八
号

富
士
論
叢

(富
士
短
期
大
学
学
術
研
究
会
)
第
三
〇
巻
第
二
号
、
第

三
十

一
巻
第

一
号

帝
京
史
学

(帝
京
大
学
史
学
科
)
第

一
号

京
都
大
学

国
史
研
究
室
所
蔵

一
乗
院
文
書

(抄
)
(京
都
大
学

文
学

f!



部
国
史
研
究
室
)

立
教
日
本
史
論
集

(立
教
太
学
日
本
史
研
究
会
)
第
三
号

広
島
大
学
東
洋
史
研
究
室
報
告

(広
島
大
学
文
学
部
東
洋
史
談
話

会
)
第
七
号

ア
ジ
ア

・
ア
フ
リ
カ
言
語
文
化
研
究

(東
京
外
国
語
大
学
ア
ジ
ア

・

ア
フ
リ
カ
言
語
文
化
研
究
所
)
第
三
〇

・
三

一
号

弘
前
大
学
国
史
研
究

(弘
前
大
学
国
史
研
究
会
)
第
七
六
～
八
〇
号

歴
史

(東
北
史
学
会
)
第
六
五
・
六
六
輯

ア
ジ
ア
研
究
所
紀
要

(亜
細
亜
大
学
ア
ジ
ア
研
究
所
)
第

=

一号

西
洋
史
学
報

(広
島
大
学
西
洋
史
学
研
究
会
)
第

一
一
一号

西
洋
史
論
叢

(早
稲
田
大
学
西
洋
史
研
究
会
)
第
七
号

ス
ペ
イ
ン
史
研
究

(
ス
ペ
イ
ン
史
学
会
)
第
三
号

香
川
史
学

(香
川
歴
史
学
会
)
第
三
～

一
四
号

鹿
大
史
学

(鹿
児
島
大
学
法
文
学
部
史
学
地
理
学
教
室
)
第
三
三
号

愛
知
大
学
文
学
論
叢
)
第
八
〇

・
八

一
輯

鷹
陵
史
学

(仏
教
大
学
歴
史
研
究
所
)
第

一
〇
号

ア
カ
デ
ミ
ア

人
文

・
社
会
科
学
編

(南
山
大
学
)
第
四
三
号

伊
丹
教
育
史
料

(伊
丹
資
料
叢
書
七
、
伊
丹
市
役
所
)

地
域
研
究
い
た
み

(伊
丹
市
立
博
物
館
)
第

一
五
号

東
海
史
学

(東
海
大
学
史
学
会
)
第
二
〇
号

史
叢

(日
本
大
営
史
学
会
)
第
三
六
・
三
七
号

史
学

(三
田
史
学
会
)
第
五
五
巻
第
二
～
四
号
、
第
五
六
巻
第

一

二
号

中
央
史
学

(中
央
史
学
会
)
第
九
号

熊
本
史
学

(熊
本
史
学
会
)
第
六
二
・
六
三
号

双
文

(群
馬
県
立
文
書
館
)
第
三
号

三
井
文
庫
論
叢

第

一
九
号

寧
楽
史
苑

(奈
良
女
子
大
学
史
学
会
)
第
三

一
号

日
本
仏
教
史
学

(日
本
仏
教
史
学
会
)
第
二
〇
号

岡
崎
市
史
研
究

(岡
崎
市
史
編
纂
委
員
会
)
第
八
号

史
観

(早
稲
田
大
学
史
学
会
)
第

=

四
冊

竜
谷
史
壇

(竜
谷
大
学
史
学
会
)
第
八
七

・
八
八
号

仏
教
美
術
に
お
け
る

「
イ
ン
ド
風
」
に
つ
い
て
1
彫
刻
を
中
心
に
ー

(仏
教
美
術
研
究
上
野
記
念
財
団
助
成
研
究
会
報
告
書
第
十
四

冊
)

橘
女
子
大
学
研
究
紀
要

第

一
二
号

ヰ
リ
ス
ト
教
史
学

(キ
リ
ス
ト
教
史
学
会
Y
第
三
九
号

群
馬
大
学
附
属
図
書
館
所
蔵
新
田
文
庫
資
料
集

一
(群
馬
大
学
附
属

F図
書
館
)

鳴
門
教
育
犬
学
研
究
紀
要
.
(人
文

・
社
会
科
学
編
)
第

一
巻
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横
浜
商
大
論
集

(横
浜
商
科
大
学
学
術
研
究
会
)
第

一
八
巻
第

一
・

二
号
、
第

一
九
巻
第

一
・
二
号

東
洋
史
苑

(竜
谷
大
学
東
洋
史
学
研
究
会
)
第
二
六

・
二
七
号

自
山
史
学

(臼
山
史
学
会
)
第
二
二
号

東
洋
大
学
文
学
部
紀
要
第
三
九
集

史
学
科
篇
皿

史
苑

(立
教
大
学
史
学
会
)
第
四
五
巻
第

一
号

日
本
海
文
化

(金
沢
大
学
文
学
部
日
本
海
文
化
研
究
室
)
第

一
～

}

二
号

金
沢
大
学
北
ア
ジ
ア
史
関
係
ロ
シ
ア
語
図
書
目
録

(金
沢
大
学
文
学

部
東
洋
史
学
研
究
室

・
日
本
海
文
化
研
究
室
)

金
沢
大
学
所
蔵
北

・
中
央
ア
ジ
ア
史
関
係
図
書
目
録

(金
沢
大
学
文

学
部
東
洋
史
学
研
究
室

・
日
本
海
文
化
研
究
室
)

本
派
本
願
寺
金
沢
別
院
沿
革
史

(金
沢
大
学
文
学
部
内
日
本
海
文
化

研
究
室
)

明
代
史
研
究

(明
代
史
研
究
会
)
第

一
四
号

日
本
思
想
史
研
究

(東
北
大
学
文
学
部
日
本
思
想
史
学
研
究
室
)
第

　
八
号

兵
庫
県
の
歴
史

(兵
庫
県
史
編
集
専
門
委
員
会
)
第
二
二
号

年
報
中
世
史
研
究

(中
世
史
研
究
会
)
第

一
一
号

ふ
び
と

(三
重
大
学
歴
史
教
室

・
同
研
究
会
)
第
四
三
号

史
窓

な
泉
都
女
子
大
学
史
学
会
)
第
四
三
号

神
女
大
史
学

(神
戸
女
子
大
学
史
学
会
)
第
四
号

皇
学
館
史
学

(皇
学
館
大
学
史
学
会
)
創
刊
号

韓

(韓
国
研
究
院
)
第

一
〇
二
・
一
〇
三
号

神
戸
大
学
史
学
年
報

(神
戸
大
学
史
学
会
)
創
刊
号

東
海
地
方
の
前
近
代
的
交
通
形
態
と
地
域
構
造
の
特
質
に
関
す
る
基

礎
的
研
究

(研
究
代
表
者

原
秀
三
郎
)

法
政
史
学

(法
政
大
学
史
学
会
)
第
三
八
号

京
都
市
歴
史
資
料
館
紀
要

第
三
号

宇
大
史
学

(宇
都
宮
大
学
史
学
会
)
第
五
号

歴
史
人
類

(筑
波
大
学
歴
史

・
人
類
系
)
第

一
四
号

海
南
史
学

(高
知
海
南
史
学
会
)
第
二
四
号

法
政
史
論

(法
政
大
学
大
学
院
日
本
史
学
会
)
第

一
一
～

=
二
号

お
茶
の
水
史
学

(お
茶
の
水
大
学
読
史
会
)
第
二
九
号

徳
川
林
政
史
研
究
所
研
究
紀
要

(徳
川
黎
明
会
)
昭
和
六
〇
年
度

群
馬
県
立
文
書
館
収
蔵
文
書
目
録
4

利
根

・
沼
地
区
諸
家
文
書
ω

(群
馬
県
立
文
書
館
)

聖
心
女
子
大
学
論
叢

第
六
七
集

中
国
中
日
関
係
史
研
究
会
会
刊

(中
国
中
日
関
係
史
研
究
会
)

】
九

八
六
年
第
二
期
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